
 

 

 

 

 

 

 

      

進路の実現に向けて その１ 

 

  6月 16日（木）に卒業生との懇談会が開催されました。来校した卒業生の皆さんから 3年生に貴重なアドバイスを

いただきました。 

 

当日の講師一覧（敬称略） 

講演科 氏名 卒業科・年度 勤務先（進学先） 備考 

機械 芝田 海斗 機械     Ｈ30  （株）アイエイアイ  

機械 唐國 竜馬 機械     Ｒ１  （株）エッチ・ケー・エス  

機械 石山 力也 機械     Ｒ１  （株）小林製作所  

電子機械 竹山 奈津 電子機械   Ｒ２  日本機械技術（株）  

電子機械 望月 蓮斗 電子機械   Ｒ２  東海旅客鉄道（株）静岡支社  

電子機械 桑原 涼 電子機械   Ｈ30 トヨタ自動車(株） リモート 

電子機械 大垣 竜司 電子機械   Ｈ27 三菱電機（株）  

電気電子 秋山ちひと 電気電子   Ｒ２ 東京電力パワーグリッド（株）  

電気電子 出石 万葉 電気電子   Ｈ30    （株）明電舎 沼津事業所  

電気電子 小川 健治 電気電子   Ｒ１ ポリプラスチックス（株）  

システム化学 小野 結生 システム化学 Ｒ１ 日医工（株）静岡工場  

システム化学 田中 優 システム化学 Ｈ30 エリエールプロダクト（株）静岡工場  

システム化学 辻田 雛乃 システム化学 Ｒ２ アリメント工業（株）新富士工場  

システム化学 清 智裕 システム化学 Ｒ２ トーヨーカラー（株）富士製作所  

数理工学 影山 眞也 数理工学   Ｒ１ 東海旅客鉄道（株）静岡支社  

数理工学 山﨑嘉一朗 数理工学   Ｒ１ 山梨大学 工学部 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工学科  

 
芝田海斗さん 

在学中の部活動  バスケットボール部 

高校時代の思い出   体育祭はＭ２、Ｍ３と最強だった。 部活動のメニューがきつかった。 

進路実現に向けて頑張ったこと  勉強より面接の練習に力を入れた。 

進路実現に向けて今取り組むべきことは？ 面接で良い第一印象を与えるよう練習すること。 
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唐國竜馬さん 

在学中の部活動  模型部 

高校時代の思い出  応援団長を務める。模型部にも積極的に参加。実習にも真剣に取り組む。         

進路実現に向けて頑張ったこと  You Tube等を見て会社の方向性を調べること。過去にどのようなことをやってき 

たのか、しっかり調べる。 

進路実現に向けて今取り組むべきことは？ 今ＳＮＳ（Ｔwitter等）で会社の公式アカウントがあったり、You Tube 

に動画を載せたりする会社が多いので、空き時間にそれらを見るとよい。 

 

石山力也さん 

在学中の部活動  水泳部 

高校時代の思い出  部活動の練習や大会         

進路実現に向けて頑張ったこと  定期テストで良い結果を収めることと面接練習 

進路実現に向けて今取り組むべきことは？  企業について知ること。働き方や会社の雰囲気。面接練習。 

  

竹山奈津さん 

高校時代の思い出  今思うとすべてがよい思い出です。在学中楽しい思い出ばかりではなく、つらいことやきつい事も

ありましたが、学生時代にしか経験できなかったことなんだなと感じています。 

進路実現のために頑張ったこと  検定の取得に力を入れていました。多くの検定を取得する事で、様々な知識が身

につき、知識だけでなく、自信も身についたと思います。 

現在の３年生が進路実現に向けて今取り組むべきことは？  いろんな分野の大人の人から様々な話を聞いてくだ

さい。目上の人とのコミュニケーションもとれるようになるので、とてもオススメです。 

 

望月蓮斗さん 

在学中の部活動  野球部 

高校時代の思い出  部活と勉強の両立が難しかった。実習のレポートで、同じ班の人とサポートし合いながら作成して

いたことも、今ではよい思い出です。 

進路実現に向けて頑張ったこと  就職試験でどの項目が重要視されるか調べ、その項目を重点的に行った。面接も

様々な先生方にお願いすることで、多くのアドバイスをいただけた。 

現在の 3 年生が進路実現に向けて今取り組むべきことは？  現状に満足しないこと。抜かりなく企業のことを調べ

る。 

 

大垣竜司さん 

在学中の部活動  バドミントン部 

高校時代の思い出  部活動 

進路実現に向けて頑張ったこと  部活動（勉強が苦手だったため、自分の強みを生かすために。）面接練習 

現在の 3 年生が進路実現に向けて今取り組むべきことは？ 自分の強みを見つけること。コミュニケーション能力を

つけること。 
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